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 身体活動量減少は世界的な公衆衛生上の問題となっている。 ウォーキングは、糖尿病、

高血圧、肥満、癌やうつ病などのリスクを減少させる事から、身体活動促進対策の中心に挙

げられている。ところで、身体活動の重要性を宣言したToronto Charterでは身体活動が有

する身体的健康、精神的健康などの効果だけにとどまらず、経済活性化や環境保全などにも

良い影響をもたらす事を言及している。そこで、本研究では、ウォーキングによる省エネル

ギー効果の認知と日常生活での歩行時間との関連について検討する事を目的としている。 

本論文は、全４章で構成されている。 

第１章「緒言」では、身体活動と公衆衛生、加齢と健康、恩恵認知と身体活動、身体活動

による環境保全の恩恵について言及し、身体活動の推進に向けた方策構築の重要性について

説明がなされている。また、身体活動と関連する恩恵認知に関して様々な研究が行われてい

るが、環境保全に対する恩恵認知に関しての先行研究は不十分である点について言及し、ウ

ォーキングのもたらす省エネルギー効果についての恩恵認知によって身体活動量を増す可

能性があるのではないかとの仮説を立てて、その検証のための研究課題を設定した。 

第２章「研究課題１」では、ウォーキングによる省エネルギー効果の恩恵認知と日常歩行時間

との関連を横断的に検証した。1062 名を対象とした質問調査によって、社会人口統計学変量、日

常歩行時間、ウォーキング恩恵認知を評価し、ロジスティック回帰分析によって省エネルギーへの

恩恵認知と歩行時間との関連を認めた。 このことは、ウォーキングによる省エネルギー効果の認知

が身体活動促進に貢献する可能性を示唆していた。 

第３章「研究課題２」では、ウォーキングによる省エネルギー効果の恩恵認知と日常歩行時間

との関連を縦断的に調査し、省エネルギー効果の認知が増加する事によって日常歩行時間が増

加する可能性について検討した。2014年から2015年の1年間に、ウォーキングの省エネルギ

ー効果の認知が高まった群では、高まらなかった（減少または維持）群に比べて身体活動指



針の推奨する活動量（150 分/週）を満たすものの割合が高かった（p<0.05）。この結果は、

ウォーキングの省エネルギー効果の認知度が高まることで身体活動量を促進する可能性が

あることを示唆していた。 

以上の知見を踏まえて、第４章「総合論議」では、身体活動量減少という社会問題に関し

て、環境保全の恩恵認知が身体活動の増加、日常歩行習慣の改善をもたらす可能性ついて先

行研究を交えながら論議している。 

本論文は、 環境保全に関する恩恵認知のアプローチを活用した身体活動推進の方策につい

て提案している。ウォーキングにはさまざまな恩恵が想定されるが、その中で省エネルギー

の恩恵認知が歩行時間を推進するための行動変化や身体活動水準を維持する可能性が高い

事を示唆したことは、今後の重要な研究資料になるものと期待できる。身体活動促進施策と

して省エネルギー効果の恩恵認知という新たな可能性を示唆したことは本研究の重要な成

果であり、学術的・社会的意義は大きいと言える。 

なお、本論文に含まれる研究の一部は、末尾記載のように学術誌上で刊行されており、当

該分野において、すでに一定の評価を受けているものと言える。 

 以上のことから、本論文は、わが国の身体活動量促進施策に関連するスポーツ科学分野の

発展に寄与するものと判断できる。よって、本審査委員会は、本論文が博士（スポーツ科学）

の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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